
証券コード 2654
2020年６月９日

株 主 各 位
　

東京都新宿区西新宿二丁目４番１号
新宿ＮＳビル

代表取締役社長 長 井 尊

第45回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

さて、当社第45回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出
席くださいますようご通知申しあげます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます
ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2020年６月23日（火曜日）午後６
時00分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

１. 日 時 2020年６月24日（水曜日）午前10時
２. 場 所 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号

新宿ＮＳビル３階 ＮＳ会議室 ３－Ｍ
ご来場の際は、末尾の会場ご案内図をご参照ください。

３. 目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第45期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人お
よび監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第45期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
議 案 取締役４名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙をご持参のうえ、会場受
付にご提出くださいますようお願い申しあげます。

なお、本株主総会招集ご通知に記載しております株主総会参考書類、事業報告、計
算書類および連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサ
イト（http://www.asmo1.co.jp）に掲載させていただきます。
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(提供書面)
事 業 報 告

（2019年４月１日から
2020年３月31日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過および成果

当連結会計年度における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善傾向

にあるなど、緩やかな回復が続いたものの、消費税の引き上げと災害による景気

の停滞がみられました。

世界情勢では、米中貿易摩擦や、英国のＥＵ離脱問題などに加え、当連結会計

年度終盤には新型コロナウイルス感染症の拡大による急速な景気後退懸念の高ま

りなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような状況の下、アスモフードサービス事業では、災害による材料費の高

騰、人手不足による人件費の上昇など、取り巻く環境が厳しい中において、生活

に欠くことのできない食の供給会社として、現場の衛生面に重点を置くことで食

の安全性を確保するとともに、食材の選定、調理方法、盛り付けなどを工夫し、

常にお客様にご満足をいただけるよう徹底したサービスの提供を心掛けてまいり

ました。

アスモ介護サービス事業では、高齢化により高まる需要を追い風として、課題

である人材の確保をクリアし、安定的にサービスを提供できる機会を確保してき

たことで、訪問介護事業所、居宅介護支援事業所のご利用者様、及び有料老人ホ

ームのご入居者様を順調に増やしてまいりました。

アスモトレーディング事業では、かねてより注力してまいりましたメキシコ産

チルド牛肉の販売と銘柄牛を使った食材の通信販売が堅調に推移いたしました。

ASMO CATERING (HK) 事業では、香港における暴動に続き、新型コロナウイルス

感染症の発生拡大の影響により、大変厳しい状況で推移いたしましたが、いずれ

も一過性の外的要因であることを考慮し、終息後には積極的展開を行うべく販路

の維持に努めてまいりました。

このように、当社グループは、各事業のストロングポイントを的確に見極めた

上でシナジー効果を最大限に発揮していくこと、また、国内にとどまらず海外に

も積極的に進出し、人口減少時代を迎える日本において多角的な収益構造を構築
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し安定した成長を目指すことを目標としてまいりました。

その結果として、当期においても各事業の強みを確実に伸ばすことで、全体と

して売上高・経常利益共に伸ばすことができました。

当連結会計年度の業績は、売上高19,842百万円（前年同期比1.4％増）、営業利

益1,183百万円（前年同期比5.6％増）、経常利益1,196百万円（前年同期比5.2％

増）、親会社株主に帰属する当期純利益673百万円（前年同期比1.1％減）となりま

した。

売上高の増加は、アスモ介護サービス事業、アスモフードサービス事業、及び

アスモトレーディング事業での売上が堅調に増加したことによるものであります。

営業利益及び経常利益の増加は、売上高の増加に加え、特にアスモ介護サービス

事業における収益率が向上したことによります。

売上高営業利益率は前連結会計年度より0.3ポイント良化の6.0％となりました。

今後におきましても、売上高の増加、売上高営業利益率の更なる改善に加え、

グループの目標通り事業を成長させることに邁進してまいります。

― 3 ―

2020年05月27日 16時43分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20200401(on201812)_02）



主な事業別の状況は次のとおりであります。

セグメント名称
（セグメントに該当する会社）

主要な事業の内容

アスモ事業
（株式会社アスモ）

グループ各社の統制・管理、不動産賃貸

アスモトレーディング事業
（株式会社アスモトレーディング）

食肉の輸出入、食肉および食肉加工品の販売

アスモフードサービス事業
（株式会社アスモフードサービス）

（株式会社アスモフードサービス首都圏）
（株式会社アスモフードサービス東日本）
（株式会社アスモフードサービス中日本）
（株式会社アスモフードサービス西日本）

高齢者介護施設等における給食の提供

アスモ介護サービス事業
（株式会社アスモ介護サービス）
（株式会社アスモライフサービス）

訪問・居宅介護事業所の運営
有料老人ホームの運営

ASMO CATERING（HK）事業
（ASMO CATERING (HK) COMPANY LIMITED）

香港における外食店舗の運営

その他

（サーバントラスト信託株式会社） 管理型信託商品の販売

（アスモ少額短期保険株式会社） 少額短期保険商品の販売

（ASMO CATERING（TAIWAN）
COMPANY LIMITED）

台湾における外食店舗の運営

　 イ．アスモトレーディング事業

アスモトレーディング事業におきましては、従来から重点販売しておりま

す高品質メキシコ産チルド牛肉、及び銘柄牛を使った通信販売事業における

安定販売が続きました。

期初においては、大型連休への対応や、６月に開催されたG20大阪サミット

期間中に出荷停止期間があったため、一時的に売上の減少が懸念されました

が、梅雨時期から夏場にかけての気候がよかったこともあり、販売は好調に

推移しました。また10月の消費税増税では軽減税率の対象品目であることに

より12月まで昨年を上回る販売ができました。第４四半期には、マーケット

にも新型コロナウイルス感染症の影響が及び、３月には中国向けコンテナの

滞留を原因として、船会社のスケジュールに大幅な変更・遅延などが発生し

たことによりスムーズな流通が阻害され販売が停滞しましたが、通期として

は、廉価販売につながる無駄な購買を抑え、さらに最重点販売している商品

の取り扱いを維持したことで、売上、利益共に増加することができました。
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以上の結果、当連結会計年度の売上高は3,374百万円（前年同期比3.9％

増）、セグメント利益（営業利益）は82百万円（前年同期比28.9％増）とな

りました。

今後においても新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されますが、需要

が増えている小売業者や量販店などへの販売先ターゲットの変化に柔軟に対

応し、引き続き、通信販売用加工商品の安定供給を行うことで、価格を含め

た商品の優位性をアピールして顧客満足の拡充を追求してまいります。

　 ロ．アスモフードサービス事業

アスモフードサービス事業におきましては、2019年４月の乳製品・ペット

ボトル飲料の値上げに続き、日照不足の影響による発育不足と、各地で度重

なった大規模な台風と水害、気候変動の影響による青物仕入価格の高騰や、

人手不足による人件費の上昇など、非常に厳しい状況で推移いたしました。

そのような中で従業員の勤務環境の整備を行うとともに、採算性の高い施

設の受託に注力してきたことで当連結会計年度末現在、受託件数は265施設

（前年同期末は258施設）となりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は7,561百万円（前年同期比3.4％

増）、セグメント利益（営業利益）は440百万円（前年同期比16.5％減）とな

りました。

ますます高齢化が進み、介護食に対する需要も高まっていることから、今

後も従業員への研修・勉強会を通じて一層の技術向上を図ることで、より多

くのお客様に安心・安全で美味しい食事を提供し続けてまいります。

　 ハ．アスモ介護サービス事業

アスモ介護サービス事業におきましては、訪問介護事業所、居宅介護支援

事業所、及び有料老人ホーム運営事業を営んでおり、業界全体としては高ま

る需要に対して、恒常的な人手不足と、それに伴う人件費の上昇など、足

元・先行きとも厳しい状況にあります。

そのような状況の中、教育制度や資格補助制度の拡充をはじめ、キャリア

パスの明確化、事務作業の軽減など改善施策を地道に行ってまいりましたが、

2019年10月より新たに始まった経済政策パッケージに基づく特定処遇改善加

算を積極的に活用し、賃金面での処遇改善を行ったことにより、職員の定着
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率向上と新規採用を実現し、安定的にサービスを提供できる機会が確保でき

ました。その結果、訪問介護事業所、居宅介護支援事業所のご利用者様数を

順調に伸ばすことができ、介護保険収入が増加いたしました。

また、新たに８月から介護タクシー事業を始め、東京、神奈川、千葉、埼

玉、大阪の13事業所で運行を開始しております。現状ではまだ売上規模も小

さく、会社全体の数字には大きく影響しておりませんが、今後は既存事業と

のシナジー効果を活かすことで介護保険外収入の一つの柱となってゆくもの

と考えます。

以上の取り組みにより、当連結会計年度末現在、訪問介護事業所36事業所

（前年同期末は36事業所）、居宅介護支援事業所12事業所（前年同期末は12事

業所）となり、支援させていただいておりますご利用者様は2,090名（前年同

期末は2,017名）となりました。また、有料老人ホーム６施設（前年同期末は

６施設）、ご入居者様は331名（前年同期末は333名）となりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は6,582百万円（前年同期比7.4％）、

セグメント利益（営業利益）は908百万円（前年同期比30.7％増）となりまし

た。

今後も引き続きご利用者様の獲得に努めていくとともに、充実した雇用環

境を創ることで、より良い人材の確保と定着率向上に努め、介護サービスの

更なる質の向上を図ってまいります。

　 ニ．ASMO CATERING (HK) 事業

ASMO CATERING(HK)事業におきましては、2019年３月に香港で発生した度重

なる大規模デモの影響により、主要道路の占拠や地下鉄駅の封鎖などで店舗

の営業中止や営業時間の短縮を余儀なくされ、売上が減少するなど、非常に

厳しい状況で当期をスタートいたしました。ようやく2020年１月初旬にはデ

モが沈静化し、売上は一旦回復傾向となりましたが、旧正月にあたる１月25

日前後から地続きの中国で発生した新型コロナウイルス感染症の影響を大き

く受け、２月度以降においては再び商業活動が大きく制限される事態となり

ました。２月度の売上高においては既存店ベースで前年同月比64.8％と非常

に大きな影響を受けました。また、３月中旬以降には、感染者数が再度増加

する「第二波」が発生し、香港政府より３月23日にレストラン各店に対して、

客席の50％以下稼働、４人以上の入店の禁止、テーブルの間隔1.5ｍ以上の確
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保などの規制が開始されており、依然として厳しい状況にあります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,792百万円（前年同期比18.7％

減）、セグメント損失（営業損失）は130百万円（前年同期はセグメント損失

57百万円）となりました。

このように展望が不確かな状況の中、大きな投資が必要な自社店舗の新規

出店路線から、自社の強みであるセントラルキッチンを活用した食品加工販

売部門での新規顧客開拓路線や、フードコート出店路線へのシフトを行い、

食品加工販売部門では、既存のお取引先に加え、新たに香港へ進出された大

手飲食店様とのお取引も開始いたしました。フードコート出店路線では、香

港ドン・キホーテ２号店である『DON DON DONKI OPモール本店』内のフード

コートに2020年３月『神戸北の坂』をオープンいたしました。また既存店に

おいても『和風食堂とら蔵』各店でオリジナリティのある丼類を開発し、全

面的なメニュー改定を行うなど、地道に自社店舗ブランドの強化に努めてま

いりました。

新型コロナウイルス感染症の影響により、今後も厳しい状況が続くことが

予想されますが、事態の収束後をしっかりと見据え、店舗とセントラルキッ

チンの両輪を活かして業績の回復に努めてまいります。

　 ホ．その他の事業

　 ａ．サーバントラスト信託株式会社

その他セグメントに含めておりますサーバントラスト信託株式会社は、管

理型信託事業を展開しており、入居一時金保全信託、法人・個人向けの金銭

管理信託（特定贈与信託、遺言代用信託を含む）及び不動産管理信託を主力

とした信託商品の販売を行っております。

日本社会ではまだ認知度が低い信託制度ですが、超高齢化社会を迎え、高

齢者の財産管理や資産承継のニーズが高まりつつあることを背景に、これら

を一連の流れで行うことができる「信託」の需要が今後高まっていくものと

予想され、特長である安心・確実な財産の保全と承継をキーワードに高齢者

のニーズを取り込み、本事業は今後もシルバーマーケットの拡大とともに成

長が期待できるものと考えております。

当連結会計年度におきましては、士業・高齢者支援団体等を中心に営業活

動を行ってまいりましたが、消費税増税や新型コロナウイルス感染症による
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経済環境の大幅な悪化の影響を受け、信託契約の解約発生や新規受託が伸び

悩んだ結果、信託報酬は90百万円(前年同期比16.7％減)、販売費及び一般管

理費は52百万円(前年同期比1.7％減)、営業利益は38百万円(前年同期比30.9

％減)となりました。

引き続き、グループ会社とのシナジー、及び高齢者支援団体等への営業活

動を中心としたシニアマーケットの開拓により新規契約を獲得し、信託報酬

の増加に努めてまいります。

　 ｂ．アスモ少額短期保険株式会社

その他セグメントに含めておりますアスモ少額短期保険株式会社は、少額

短期保険事業を展開しており、生命保険商品４種類（生命定期保険、入院保

障付生命定期保険、無選択型生命保険、介護サポート総合保険）、及び損害保

険商品２種類（高齢者施設入居者家財保険、介護サポート総合保険）を販売

しております。

生命保険商品は企業の従業員への福利厚生制度としての付保、保険比較サ

イトや医療・介護等のポータルサイト、衣料・雑貨等の通販会社とのタイア

ップによる通信販売で販売しております。また、損害保険商品『転ばぬ先の

杖』（高齢者施設入居者家財保険）、及び『てんとうむし』（介護サポート総合

保険）は有料老人ホーム事業者等を代理店化し入居者にお勧めする方法、及

び老人ホーム紹介会社が入居者に１年間サービスとして付保するスキームに

て展開しております。『転ばぬ先の杖』の今年度の新規契約数は2,032件、保

有契約は3,518件となりました。

当連結会計年度におきましては、収入保険料を主として収入は436百万円

（前年同期比0.8％増）となりましたが、損害保険商品の積極的推進に伴う販

売費及び一般管理費の増加により、営業利益は23百万円(前年同期比25.9％

減)となりました。

引き続き、グループ会社とのシナジーを発揮させつつ、新規マーケット及

び新規代理店開拓により新規契約を獲得し、収入保険料の増加に努めてまい

ります。
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ｃ．ASMO CATERING (TAIWAN) COMPANY LIMITED

その他セグメントに含めておりますASMO CATERING (TAIWAN) COMPANY

LIMITEDは前連結会計年度において不採算店を整理し、現在は事業を休止して

おります。

以上の結果、その他の事業における当連結会計年度の売上高は526百万円

（前年同期比21.9％減）、セグメント利益（営業利益）は61百万円（前年同期

比5.2％増）となりました。

　 （事業部門別売上高）

部 門 金 額(千円) 構 成 比(％) 前連結会計年度比(％)

ア ス モ 事 業 4,752 0.0 100.0

アスモトレーディング事業 3,374,037 17.0 103.9

アスモフードサービス事業 7,561,661 38.1 103.4

アスモ介護サービス事業 6,582,101 33.2 107.4

ASMO CATERING (HK) 事 業 1,792,835 9.0 81.3

そ の 他 526,900 2.7 78.1

合 計 19,842,288 100.0 101.4

② 設備投資の状況

当連結会計年度中の設備投資額は254百万円であります。その主なものは、ア

スモ介護サービス事業における介護タクシー向けリース車両の取得176百万円、

アスモトレーディング事業における販売管理システムの入れ替えに伴うリース

契約33百万円、アスモフードサービス事業における業務用厨房機器の購入23百

万円であります。
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(2) 財産および損益の状況

① 企業集団の財産および損益の状況

区 分
第 42 期

2017年３月期
第 43 期

2018年３月期
第 44 期

2019年３月期

第 45 期
2020年３月期

(当連結会計年度)

売上高（千円） 18,303,713 19,418,739 19,574,988 19,842,288

経常利益(千円) 926,604 1,059,491 1,137,161 1,196,255

親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

595,030 623,893 681,357 673,708

１株当たり当期純利益(円) 42.44 44.50 48.60 48.05

総資産（千円) 6,638,855 7,623,600 8,348,134 8,877,718

純資産（千円) 4,609,347 5,037,974 5,583,936 6,137,888

１株当たり純資産額（円) 319.78 351.68 392.15 433.84

(注) 1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数（自己株式を控除した株式数）により算
出しております。また、１株当たり純資産額は、期末発行済株式数（自己株式を控除した
株式数）により算出しております。

2. 当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。
これに伴い、第42期連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当た
り当期純利益及び１株当たり純資産額を算定しております。

② 当社の財産および損益の状況

区 分
第 42 期

2017年３月期
第 43 期

2018年３月期
第 44 期

2019年３月期

第 45 期
2020年３月期
(当事業年度)

売上高又は営業収益（千円) 354,839 514,812 504,752 504,752

経常利益(千円) 215,864 311,534 354,754 345,761

当期純利益(千円) 320,645 387,849 406,865 371,827

１株当たり当期純利益(円) 22.87 27.66 29.02 26.52

総資産（千円) 2,843,927 3,054,475 3,448,297 3,679,084

純資産（千円) 2,747,900 2,995,531 3,262,189 3,493,752

１株当たり純資産額（円) 195.99 213.65 232.67 249.19

(注) 1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数（自己株式を控除した株式数）により算
出しております。また、１株当たり純資産額は、期末発行済株式数（自己株式を控除した
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株式数）により算出しております。
2. 当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。

これに伴い第42期事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期
純利益及び１株当たり純資産額を算定しております。

(3) 重要な親会社および子会社の状況

① 親会社の状況

当社の親会社は株式会社Persons Bridgeで、同社は当社の株式8,200千株（議

決権比率58.5％）を保有しております。

② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金
当 社 の
議決権比率

主要な事業内容

株式会社アスモトレーディング 10百万円 100.0％
食肉の輸出入、食肉および
食肉加工品の販売

株式会社アスモフードサービス 10百万円 100.0％
高齢者介護施設等における
給食の提供

株式会社アスモフードサービス
首都圏

10百万円
100.0％

（100.0％）
高齢者介護施設等における
給食の提供

株式会社アスモフードサービス
東日本

10百万円
100.0％

（100.0％）
高齢者介護施設等における
給食の提供

株式会社アスモフードサービス
中日本

10百万円
100.0％

（100.0％）
高齢者介護施設等における
給食の提供

株式会社アスモフードサービス
西日本

10百万円
100.0％

（100.0％）
高齢者介護施設等における
給食の提供

株式会社アスモ介護サービス 10百万円 100.0％
訪問・居宅介護事業所の運営
有料老人ホームの運営

株式会社アスモライフサービス 10百万円
100.0％

（100.0％）
有料老人ホームの運営

サーバントラスト信託株式会社 100百万円 99.3％ 信託事業

アスモ少額短期保険株式会社 85百万円 99.0％ 少額短期保険事業

ASMO CATERING (HK)
COMPANY LIMITED

8百万香港ドル 78.5％ 香港における外食店舗の運営

ASMO CATERING（TAIWAN）
COMPANY LIMITED

5百万台湾ドル
78.5％
(78.5％)

台湾における外食店舗の運営

(注) 1. 当社の連結子会社は、上記の12社であり、持分法適用会社はありません。
2. 当社の議決権比率の（ ）内は、間接所有割合で内数であります。
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(4) 対処すべき課題

当社グループの事業を取り巻く環境は、引き続き厳しいものと予測されます。中

長期的な経営戦略の達成に向けて対処すべき課題は、下記のとおりと認識しており

ます。

① 収益モデルの構築・維持

少子高齢化による労働力人口の減少や、他の業種の求人状況の動向に影響され、

介護サービスの分野は一般に他の業種と比較して有効求人倍率や離職率が高く、

人材の確保・定着や計画的な人材育成が難しい状況にあります。アスモ介護サー

ビス事業では、収益モデルの維持を図るために、職員の更なる処遇改善を進め、

これらを担う人材を安定的に確保し、育成・定着に取り組んでまいります。

ご利用者様が施設で健康に生活していくためには、ご利用者様本位のおいしく

て質の高いお食事が適切に供給される必要があります。アスモフードサービス事

業においては、災害や気候変動に伴う仕入価格の高騰に対応すべく、業者の選定

を行い、適時・適切・適正価格での食材調達に努めてまいります。また、安定的

にこれらのサービス等を提供するため、職員の勤務環境を整備し、人手不足解消

を図ることで収益モデルの維持に取り組んでまいります。

アスモトレーディング事業では、競争力がある高品質メキシコ産チルド牛肉の

輸入をより安定させるため、幅広くマーケットに商材の良さを認知していただけ

る取り組みを続けるとともに、国産食肉についても積極的に取り扱い、高付加価

値商品の販売に特化していくことで収益モデルの構築に努めてまいります。

ASMO CATERING（HK）事業におきましては、香港における暴動や世界的な疫病の

拡大など外的要因による影響を受け、大変厳しい状況にあります。このような状

況の下、自社の特徴であるセントラルキッチンを活かした食品加工販売事業での

新規顧客の開拓など新たな収益モデルの構築に取り組んでまいります。

② 競合他社との競争優位性

介護保険に基づく介護サービス事業では、今までは一律に同等のサービス、報

酬で行われていた為に小さな事業者が多く乱立している状況でしたが、近年、サ

ービスの質による報酬の区別化が行われており、事業者の優勝劣敗が明らかにな

りつつあります。アスモ介護サービス事業では、人材教育と職員の勤務環境の改
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善による離職防止を最重要事項として取り組むことで有効な人材を確保し、外国

人人材やICT、IOTの更なる活用も視野に入れることで更なる優位性を確保し、質

の高いサービスを提供し続けてまいります。

③ 内部統制システムの確立

金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制の導入に伴い、当社グループ

といたしましても取り組みを強化してまいりましたが、今後も引き続き、経営環

境の変化に迅速に対応できる経営管理組織にすべく、内部統制システムの充実、

強化に向け取り組んでまいります。

④ 次代を担う人材育成

激変する経済環境の中で、当社グループといたしましても次代を担う経営者あ

るいは管理者たる人材の育成が急務であります。社内外を問わない効率的な人材

配置および抜本的な人事処遇制度の改革により、社内の活性化を図ってまいりま

す。
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(5) 主要な事業内容 （2020年３月31日現在）

当社グループ（当社および当社の関係会社）は、当社（株式会社アスモ）およ

び連結子会社12社により構成されており、食肉の輸出入、食肉および食肉加工品

販売をはじめ、主に高齢者福祉施設における給食の提供、介護福祉施設の訪問介

護、海外における外食店舗の経営、財産等の管理および有料老人ホーム等入居一

時金の保全を行う信託事業、介護事業等と相乗効果が期待できる少額短期保険事

業を主な内容として事業活動を展開しております。

なお、当社グループの事業内容および当社と関係会社の当該事業に係る位置付

けは次のとおりであります。

① アスモ事業

グループ各社の統制・管理を行うとともに、不動産の賃貸を行っております。

② アスモトレーディング事業

牛肉、牛内臓肉、豚肉および加工品等を国内外から幅広く調達し、販売を行

っております。

③ アスモフードサービス事業

全国265施設（労務委託等の部分委託を含む）において、利用者の方々に給食

を提供しております。

④ アスモ介護サービス事業

訪問介護事業所・居宅介護支援事業所の運営事業および有料老人ホームの建

設、企画、施設運営事業を行っております。

⑤ ASMO CATERING (HK) 事業

香港において外食店舗の運営を行っております。

⑥ その他

サーバントラスト信託株式会社において信託事業を行うとともに、アスモ少

額短期保険株式会社において少額短期保険事業を行っております。さらに、

ASMO CATERING（HK) COMPANY LIMITED の 100 ％ 子 会 社 と し て ASMO CATERING

(TAIWAN) COMPANY LIMITEDが、台湾にて外食店舗の運営を行っております（台

湾での事業は現在休止中）。
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(6) 主要な営業所 （2020年３月31日現在）

① 当社 本社 東京都新宿区

② 子会社 株式会社アスモトレーディング 大阪市北区（本社）

株式会社アスモフードサービス 東京都新宿区（本社）

株式会社アスモフードサービス

首都圏

東京都新宿区（本社）

株式会社アスモフードサービス

東日本

札幌市中央区（本社）

株式会社アスモフードサービス

中日本

東京都新宿区 (本社)

株式会社アスモフードサービス

西日本

大阪市北区 （本社）

株式会社アスモ介護サービス 東京都新宿区（本社）

株式会社アスモライフサービス 東京都新宿区（本社）

サーバントラスト信託株式会社 大阪市西区（本社）

アスモ少額短期保険株式会社 東京都渋谷区（本社）

ASMO CATERING (HK)

　 COMPANY LIMITED
香港

ASMO CATERING (TAIWAN)

　 COMPANY LIMITED
台湾 ※現在休止中
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(7) 使用人の状況 （2020年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

ア ス モ 事 業 15 （ - ） 2 名減 （ - 名 ）

アスモトレーディング事業 16 （ 1 ） 1 名増 （ - 名 ）

アスモフードサービス事業 502 （ 605 ） 2 名減 （ 144 名増 ）

ア ス モ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 819 （ 222 ） 37 名増 （ 2 名増 ）

ASMO CATERING (HK) 事 業 125 （ 23 ） 44 名減 （ - 名 ）

そ の 他 10 （ - ） 2 名減 （ 10 名減 ）

合 計 1,487 （ 851 ） 12 名減 （ 136 名増 ）

(注) 使用人数は就業人員であり、パートおよび嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載
しております。

② 当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

15（ - ）名 2 名減（ - 名 ） 44.6歳 3.5年

(注) 使用人数は就業人員であり、パートおよび嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載
しております。

(8) 主要な借入先の状況 （2020年３月31日現在）

該当事項はありません。

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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２．会社の現況
(1) 株式の状況 （2020年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 60,000,000株

② 発行済株式の総数 15,145,175株

③ 株主数 2,557名

④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株式会社Persons Bridge 8,200千株 58.49％

株式会社ベストライフ 1,528 10.90

長 井 博 實 1,084 7.74

福 山 良 二 178 1.27

BNYM RE ING ASIA PTE BANK (TOKYO
RESIDENT)

171 1.22

SMBC日興証券株式会社 84 0.60

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY JASDEC 64 0.46

株式会社SBI証券 57 0.41

石 橋 尚 也 50 0.36

上田八木短資株式会社 41 0.29

(注) 1. 持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
2. 当社は、自己株式を1,124,512株保有しておりますが、上記大株主からは除外しておりま

す。
3. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

(2) 新株予約権等の状況

該当事項はありません。
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(3) 会社役員の状況

① 取締役および監査役の状況（2020年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 長 井 尊 株式会社アスモフードサービス 代表取締役社長

取 締 役 奥 田 宏 株式会社アスモトレーディング 代表取締役社長

取 締 役 長 井 力
株式会社ベストライフ 代表取締役社長
株式会社ベストライフホールディングス 代表取締役社長

取 締 役 北 嶋 准

常 勤 監 査 役 宮 寺 孝 夫 宮寺公認会計士・不動産鑑定士事務所 所長

監 査 役 福 田 徹 株式会社福田総合研究所 代表取締役社長

監 査 役 肥 後 達 男 肥後達男税理士事務所 所長

(注) 1. 取締役北嶋准氏は、社外取締役であります。
2. 監査役福田徹氏および監査役肥後達男氏は、社外監査役であります。
3. 常勤監査役宮寺孝夫氏は、公認会計士の資格を有しており、また監査役肥後達男氏は、税

理士の資格を有しており、両氏は財務および会計に関する相当程度の知見を有しておりま
す。

4. 取締役北嶋准氏および監査役肥後達男氏につきましては、東京証券取引所に対し、同取引
所の定める独立役員として届け出ております。

　

② 取締役および監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（う ち 社 外 取 締 役）

４名
( １名)

92,400千円
(3,600千円)

監 査 役
（う ち 社 外 監 査 役）

３名
( ２名)

10,800千円
(4,800千円)

合 計
（う ち 社 外 役 員）

７名
( ３名)

103,200千円
(8,400千円)

(注) 1. 取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2. 当事業年度の末日現在における人員は、取締役４名、監査役３名であります。
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③ 社外役員に関する事項

　 イ．他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

・監査役福田徹氏は、株式会社福田総合研究所代表取締役社長を兼務してお

ります。当社と同事務所との間には特別の関係はありません。

・監査役肥後達男氏は、肥後達男税理士事務所所長を兼務しております。当

社と同事務所との間には特別の関係はありません。

　 ロ．当事業年度における主な活動状況

社外役員の取締役会および監査役会への出席状況
　

区 分 氏 名 主な活動状況

取 締 役 北 嶋 准
当事業年度在任中に開催された取締役会に11回出席し、
豊富な経験と高い見識をもとに、議案・審議等につき必
要な発言を適宜行っております。

監 査 役 福 田 徹

当事業年度在任中に開催された取締役会12回全て、監査
役会12回全てに出席し、上場コンサルティングにおける
内部統制制度・コーポレートガバナンス体制の構築、上
場企業を中心に多数の会社に対してのIRコンサルティン
グ等の実践を通じての知識・経験から、議案・審議等に
つき必要な発言を適宜行っております。

監 査 役 肥 後 達 男
当事業年度在任中に開催された取締役会の12回全て、監
査役会の12回全てに出席し、税理士としての観点から、
議案・審議等につき必要な発言を適宜行っております。

(注) 上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条および当社定款第22条の規定に基づき、取
締役会決議があったものとみなす書面決議が６回ありました。

　 ハ．責任限定契約の内容の概要

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害

賠償責任を限定する契約を締結することができる旨を定款に規定しており、

社外取締役および各社外監査役との間で責任限定契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、社外取締役または社外監査役

が、その職務を行うにつき善意で重大な過失がないときは、会社法第425条第

１項に定める最低責任限度額としております。
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(4) 会計監査人の状況

① 会計監査人の名称

ＲＳＭ清和監査法人

② 会計監査人の報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 22,000千円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益
の合計額

22,000千円

(注) 1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基
づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当
事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積りの
算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬
等の額について同意の判断をいたしました。

③ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任

いたします。また、上記の場合のほか、会計監査人の適格性および独立性を害

する事由等の発生により、適正な監査の遂行が困難であると認められた場合、

監査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案

の内容を決定いたします。
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(5) 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

会社の業務の適正を確保するための体制の整備に関する取締役会決議の内容の

概要は以下のとおりです。

① 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保す

るための体制

イ．取締役および使用人が法令、定款および健全な社会規範に適合した行動を

とるための規準である「コンプライアンス倫理綱領」を定める。

ロ．「コンプライアンス倫理綱領」に定める行動規範、行動基準を周知・徹底さ

せ、企業倫理の確立および法令遵守の徹底を図る。

ハ．社長を委員長とするコンプライアンス委員会は、委員会の支援組織として、

実務部会を設置し、抽出・検出・報告を受けたコンプライアンス上の問題や

課題について、対応計画の策定や対処方法などを実務的に協議・検討する。

ニ．取締役会メンバーで構成するコンプライアンス委員会は、実務部会から要

請を受けたコンプライアンス上の重要な問題や課題を審議し、決定する。

ホ．社長は、必要に応じて、組織全体に対し、内容の伝達を行い、周知徹底さ

せる。

ヘ．社長直轄の内部監査室が、内部監査を通して社内業務全般のコンプライア

ンス状況を監視するとともに、社内通報制度を機能させ、コンプライアンス

上疑義ある行為の早期発見と防止に努める。

ト．市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは決して関わりを持

たず、これらの反社会的勢力に対しては、弁護士や警察等の外部の専門機関

とも連携し、毅然とした体制で対応する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

イ．「文書管理規程」その他の社内規程に基づき、取締役の職務の執行に係る情

報を記録した文書、または電磁的媒体を適切に保存・管理し、必要に応じて、

関係者が文書等を閲覧することができる体制を整備する。

ロ．内部監査室が取締役会議事録等の重要な書類の管理状況について、内部監

査を行う。
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③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

イ．「リスク管理規程」を定め、各部門毎に管理すべきリスクをカテゴリー別に

明確にする。

ロ．管理本部本部長を全社のリスク統括責任者とし、人事総務課において全

社・全部門のリスクを網羅的・総括的に管理する。

ハ．内部監査室が各部門毎のリスク管理の状況を定期的に監査し、その結果を

必要に応じて、社長、取締役会、社長を委員長とするリスク管理委員会およ

び監査役会に報告し、取締役会において改善策を審議・決定する。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

イ．取締役会を原則月１回開催し、経営に関する重要事項の意思決定を機動的

に行うとともに、取締役の職務の執行状況を監督する。

ロ．各取締役の職務の執行は、「職務分掌規程」「職務権限規程」その他の規程

に定める権限と責任および実施手続に従って遂行されるような体制を整備す

る。

ハ．部門長で構成する経営会議を原則月１回開催し、重要事項の事前審議と取

締役会から委譲された範囲で機動的な職務意思決定を行う。

⑤ 当社ならびにその親会社および子会社からなる企業集団における業務の適正

を確保するための体制

イ．当社およびグループ会社における業務の適正を確保するため、当社にグル

ープ会社全体の内部統制担当部署を設けるとともに、当社およびグループ会

社間での内部統制に関する協議、情報の共有化、指示・要請の伝達等が効率

的に行われるシステムを含む体制を構築する。

ロ．当社取締役およびグループ会社の社長は、各部門の業務の適正を確保する

内部統制の確立と運用の権限と責任を有する。

ハ．当社の内部監査室は、当社および子会社の内部監査を実施し、その結果を

取締役会、子会社の社長および監査役会に報告し、必要に応じて、内部統制

の改善策の指導、実施の支援・助言を行う。
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ニ．グループ会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体

制は、当社取締役およびグループ会社社長が出席し、原則、毎月１回開催す

るグループ経営会議において、子会社の営業成績、財務状況その他の重要な

情報について報告を行う。

ホ．グループ会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制は、「リスク管

理規程」に基づいて、当社グループ全体のリスクを適切に評価し、管理する

体制を構築する。

へ．グループ会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するた

めの体制は、「関係会社管理規程」に基づき、重要案件について事前協議を行

うなど、自主性を尊重しつつ、状況に応じて必要な管理を行う。

ト．グループ会社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合

することを確保するための体制は、当社の「コンプライアンス倫理綱領」に

よりグループ全体のコンプライアンス体制を構築する。

⑥ 財務報告の信頼性を確保するための体制

財務報告に係る内部統制として、金融商品取引法に基づく内部統制報告制度

への適切な対応のため、全社的な内部統制の状況や重要な事業拠点における業

務プロセス等を把握し、記録を通して、評価、維持、改善を行う。

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該

使用人に関する事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項な

らびに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

イ．監査役会が、職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会

は監査役会と協議の上、関係部門から補助すべき使用人を指名する。

ロ．監査役会が指定する期間中における補助使用人の人事異動、人事考課、懲

戒処分等については、監査役会の事前承認を得なければならない。指名され

た使用人の指揮命令権は、監査役会に移譲されるものとする。

ハ．補助使用人は、監査役の指示に従い、監査役の職務を補助する。

ニ．補助使用人は、監査役を補助する職務に関して取締役からの指揮命令を受

けないものとする。
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⑧ 当社およびグループ会社の取締役および使用人が監査役に報告をするための

体制その他の監査役への報告に関する体制

イ．当社およびグループ会社の取締役および使用人は、監査役会に対して、法

定の事項に加え、当社および当社グループに重大な影響を及ぼす事項、内部

監査の実施状況、社内通報制度による通報情報等を適宜に報告する。

ロ．監査役は、重要な意思決定のプロセスや職務の執行状況を把握するため、

取締役会、経営会議その他の重要会議に出席するとともに、稟議書類等、職務

遂行に係る重要な文書を閲覧し、必要に応じて、いつでも取締役および使用

人に説明を求めることができる。

ハ．監査役へ報告を行った者に対して、当該報告をしたことを理由として不利

な取扱いを行うことを禁止し、その旨を周知徹底する。

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

イ．内部監査室は監査の方針・計画について監査役と事前協議を行い、その監

査結果を定期的に監査役会へ報告し、監査役と緊密に連携する。

ロ．監査役会は、必要に応じて、社長、会計監査人、内部監査室とそれぞれ経

営上の課題、監査役監査の環境整備の状況等について意見交換し、相互の意

思疎通を図る。

ハ．監査役は、必要に応じて、子会社の調査を行うことができるものとする。

取締役および使用人は、これに必要な協力を行う。

ニ．当社は、監査役が、その職務の執行について、当社に対し、会社法第388条

に基づく費用の前払い等を請求したときは、当該請求に係る費用又は債務が

当該監査役の職務の執行に必要ではないと認められた場合を除き、速やかに

当該費用又は債務を処理する。また、監査役が、その職務を遂行するために、

弁護士・公認会計士・税理士等の専門家に意見を求めた場合、当社は、当該

監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、その費用を負担

する。

上記業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、上記に掲げた内部

統制システムの施策に従い、その基本方針に基づき具体的な取り組みを行うとと

もに、内部統制システムの運用状況について重要な不備がないかモニタリングを

常時行っております。また、管理本部及び内部監査室が中心となり、当社および
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グループ会社に対して、内部統制システムの重要性とコンプライアンスに対する

意識づけを行い、当社およびグループ会社全体を統括、推進させています。

(6) 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様に対する適切な利益還元を経営の重要課題のひとつとして

認識し、事業拡大と経営体質強化のための内部留保資金を確保しつつ、財政状態、

利益水準および配当性向等を総合的に検討し、安定した配当を継続することを基

本方針としております。

当期の配当につきましては、期末配当を１株当たり10円とし、次期の配当につ

きましては、通期で10円の配当を予定しております。

なお、内部留保資金につきましては、財務体質の健全性を確保しつつ、成長機

会獲得のため投資や資本効率を意識した資本政策などに活用してまいります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

本事業報告中に記載の金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
　

（2020年３月31日現在）
(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 7,352,182 流 動 負 債 2,372,226

現 金 及 び 預 金 4,745,546 支払手形及び買掛金 488,375

受取手形及び売掛金 2,022,654 リ ー ス 債 務 53,884

商 品 287,474 未 払 金 634,572

貯 蔵 品 11,941 未 払 法 人 税 等 273,288

そ の 他 381,379 賞 与 引 当 金 247,592

貸 倒 引 当 金 △96,812 そ の 他 674,512

固 定 資 産 1,525,535 固 定 負 債 367,604

有 形 固 定 資 産 364,946 リ ー ス 債 務 185,868

建 物 及 び 構 築 物 117,924 退職給付に係る負債 181,735

機械装置及び運搬具 21,279 負 債 合 計 2,739,830

工 具、器 具 及 び 備 品 28,439 純 資 産 の 部

リ ー ス 資 産 195,172 株 主 資 本 5,914,630

建 設 仮 勘 定 2,130 資 本 金 2,323,272

無 形 固 定 資 産 43,183 利 益 剰 余 金 3,633,874

リ ー ス 資 産 37,728 自 己 株 式 △42,516

そ の 他 5,455 その他の包括利益累計額 168,125

投資その他の資産 1,117,406 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 84

投 資 有 価 証 券 1,274 為 替 換 算 調 整 勘 定 111,755

長 期 貸 付 金 336,947 退職給付に係る調整累計額 56,285

差 入 保 証 金 611,611 非 支 配 株 主 持 分 55,132

繰 延 税 金 資 産 141,737

そ の 他 350,781

貸 倒 引 当 金 △324,946 純 資 産 合 計 6,137,888

資 産 合 計 8,877,718 負 債 純 資 産 合 計 8,877,718
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連 結 損 益 計 算 書

（2019年４月１日から
2020年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 19,842,288

売 上 原 価 15,392,804

売 上 総 利 益 4,449,483

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,266,257

営 業 利 益 1,183,226

営 業 外 収 益

受 取 利 息 6,823

物 品 賃 貸 料 収 入 6,313

助 成 金 収 入 5,378

受 取 保 険 金 2,903

そ の 他 4,368 25,787

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,307

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 9,543

為 替 差 損 906

そ の 他 2 12,759

経 常 利 益 1,196,255

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 23 23

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 2,728

投 資 有 価 証 券 評 価 損 8,768

減 損 損 失 7,655 19,152

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,177,126

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 549,598

法 人 税 等 調 整 額 △15,591 534,007

当 期 純 利 益 643,118

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 30,589

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 673,708
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連結株主資本等変動計算書

（2019年４月１日から
2020年３月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

2019 年 ４ 月 １ 日 残 高 2,323,272 3,100,373 △42,459 5,381,186

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △ 140,207 △140,207

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

673,708 673,708

自 己 株 式 の 取 得 △56 △56

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 ― 533,500 △56 533,443

2020 年 ３ 月 31 日 残 高 2,323,272 3,633,874 △42,516 5,914,630

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主
持 分

純資産合計
繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に
係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2019 年 ４ 月 １ 日 残 高 △136 111,716 5,459 117,039 85,710 5,583,936

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △140,207

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

673,708

自 己 株 式 の 取 得 △56

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

220 38 50,825 51,085 △30,577 20,507

連結会計年度中の変動額合計 220 38 50,825 51,085 △30,577 553,951

2020 年 ３ 月 31 日 残 高 84 111,755 56,285 168,125 55,132 6,137,888
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連結注記表

1. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の数及び連結子会社の名称

連結子会社の数 12社

連結子会社の名称 株式会社アスモトレーディング

株式会社アスモフードサービス

株式会社アスモフードサービス首都圏

株式会社アスモフードサービス東日本

株式会社アスモフードサービス中日本

株式会社アスモフードサービス西日本

株式会社アスモ介護サービス

株式会社アスモライフサービス

サーバントラスト信託株式会社

アスモ少額短期保険株式会社

ASMO CATERING (HK) COMPANY LIMITED

ASMO CATERING (TAIWAN) COMPANY LIMITED

② 非連結子会社の数 ３社

　 非連結子会社の名称

　 株式会社ぱすと

　 ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.

ASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITED

　 連結の範囲から除いた理由

株式会社ぱすと、ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.、ならびに ASMO

CATERING VIETNAM COMPANY LIMITEDはいずれも小規模であり、合計の総資産、

売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）

等は、いずれも連結計算書類に及ぼす影響が軽微であるため、連結の範囲か

ら除外しております。
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(2) 持分法の適用に関する事項

　 持分法を適用しない非連結子会社のうち、主要な会社等の名称

　 株式会社ぱすと

　 ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.

　 ASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITED

　 非連結子会社について持分法を適用しない理由

株 式 会 社 ぱ す と、ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.、 な ら び に ASMO

CATERING VIETNAM COMPANY LIMITEDは、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）

及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連

結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、

持分法の適用範囲から除外しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結会計年度末日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 たな卸資産

ａ．商品 国内連結子会社は個別法による原価法（貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定）を、また、在外連結子会社は

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。

ｂ．貯蔵品 最終仕入原価法による原価法
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産

（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は、建物は定額法、そ

の他有形固定資産については定率法によってお

ります。ただし、2016年４月１日以降に取得し

た建物附属設備及び構築物については定額法を

採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ８～15年

機械装置及び運搬具 ２～８年

工具、器具及び備品 ２～10年

また、在外連結子会社については、重要な有形

固定資産について、建物の賃貸借契約期間によ

る定額法によっております。

ロ．無形固定資産

（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、自社利用のソ

フトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づいております。

ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を考慮し、回収不能見込額を計上しておりま

す。

ロ．賞与引当金 当社及び一部の連結子会社は、従業員の賞与の

支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、

当連結会計年度の負担額を計上しております。
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④ 退職給付に係る会計処理の方法

　 イ．退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの

期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

　 ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（１年）で費用処理しております。また、数理計算上の差異は、各連結会

計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（１年）

で翌連結会計年度より費用処理しております。

　 ハ．小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退

職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便

法を適用しております。

⑤ 重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算方法

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、

連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場

により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非

支配株主持分に含めて表示しております。

⑥ 重要なヘッジ会計の方法

　 イ．ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替変動リスクのヘッジにつ

いて振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を採用しております。

　 ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ対象とヘッジ手段は以下のとおりであります。

　 ａ．ヘッジ手段…為替予約

　 ｂ．ヘッジ対象…商品輸入による外貨建買入債務及び外貨建予定取引

　 ハ．ヘッジ方針

外貨建の商品代金の支払いについて、将来の取引市場での為替相場変動リ

スクを回避することを目的に行っております。原則として外貨建仕入契約の
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残高の範囲内で為替予約取引を利用することとし、投機目的のデリバティブ

取引は行わない方針であります。

　 ニ．ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、その変動額の比

率によって有効性を評価しております。

⑦ その他連結計算書類作成のための重要な事項

　 イ．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消

費税及び地方消費税は、当連結会計年度の費用として処理しております。

　 ロ．連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。

　 ハ. 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」

（令和２年法律第８号）において創設されたグループ通算制度への移行及びグ

ループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目に

ついては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の

適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱

いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延

税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。
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2. 表示方法の変更に関する注記

（連結損益計算書）

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取保険

金」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとして

おります。

3. 連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

　 担保に供している資産

現金及び預金 70,017千円

　 上記の資産は、非連結子会社の借入金の担保に供しております。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 515,363千円
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4. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度
期 首 の 株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 15,145千株 －千株 －千株 15,145千株

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度
期 首 の 株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 1,124千株 ０千株 －千株 1,124千株

(注) 普通株式の自己株式の増加は、単元未満株式(92株)の買取りによるものであります。

(3) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総 額

１株当たり
配 当 額

基 準 日 効力発生日

2019 年 ５ 月 14 日
取 締 役 会

普通株式 利益剰余金 140,207千円 10円
2019年
３月31日

2019年
６月27日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会

計年度になるもの

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総 額

１株当たり
配 当 額

基 準 日 効力発生日

2020 年 ５ 月 14 日
取 締 役 会

普通株式 利益剰余金 140,206千円 10円
2020年
３月31日

2020年
６月25日
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5. 金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、運転資金等の必要な資金を原則として自己資金で賄う方針

でありますが、一部を金融機関より長期借入金で調達しております。デリバテ

ィブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行っ

ておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりま

す。また、取引先企業等に対し長期貸付を行っております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期

日であります。

借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に

必要な資金の調達を目的としたものであります。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対する

ヘッジを目的とした為替先物予約取引で、リスク管理を効率的に行うために導

入しております。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ

の方針、ヘッジ有効性の評価方法等については、前述の「1.連結計算書類作成

のための基本となる重要な事項に関する注記等(4) 会計方針に関する事項 ⑥

重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

　 イ．信用リスク（取引先の契約不履行に係るリスク）の管理

当社は、債権管理規程に従い、営業債権等について、管理本部が主要な取

引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理

するとともに、営業部門との情報交換を密に行い、財務状況等の悪化等によ

る回収懸念の早期把握や軽減を行っております。

連結子会社についても、当社の債権管理規程に準じて、同様の管理を行っ

ております。
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　 ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社は、外貨建ての営業債務について、原則として先物為替予約を利用し

てヘッジしております。また、金融機関との間で交わされた為替の優遇措置

により、リスクの軽減を図っております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）

の管理

当社は、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰り計画を作

成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理し

ております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2020年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおりであります。
(単位：千円)

連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 4,745,546 4,745,546 ―

(2) 受取手形及び売掛金 2,022,654 2,022,654 ―

資産計 6,768,200 6,768,200 ―

(1) 支払手形及び買掛金 488,375 488,375 ―

(2) 未払金 634,572 634,572 ―

負債計 1,122,947 1,122,947 ―

デリバティブ取引（※） 84 84 ―

(※) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務

となる項目については、（ ）で示しております。

(注) 金融商品の時価の算定方法に関する事項
資 産
(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金

これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。
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負 債
(1) 支払手形及び買掛金、(2) 未払金

これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。

デリバティブ
デリバティブ取引は全て為替先物予約取引であるため、ヘッジ会計を適用しております。

(3) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
(単位：千円)

区 分 連結貸借対照表計上額

非連結子会社株式 1,274

非連結子会社株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて

困難と認められることから、「(2) 金融商品の時価等に関する事項」には含めてお

りません。

6. 資産除去債務に関する注記

（資産除去債務関係）

当社グループは、店舗の不動産賃貸借契約書に基づく退去時における原状回復義

務を資産除去債務として認識しておりますが、当該債務の総額の重要性が乏しいた

め、記載を省略しております。

なお、当連結会計年度末における資産除去債務は、負債計上に代えて、不動産賃

貸借契約に関連する保証金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的

に見積り、当連結会計年度の負担に属する金額を費用に計上する方法によっており

ます。

　

7. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 433円84銭

(2) １株当たり当期純利益 48円05銭
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8. 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

(注) 連結計算書類の記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2020年３月31日現在）

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 2,976,561 流 動 負 債

未 払 金

未 払 費 用

前 受 収 益

預 り 金

賞 与 引 当 金

未 払 法 人 税 等

リ ー ス 債 務

そ の 他

固 定 負 債

リ ー ス 債 務

180,932

19,116

1,750

433

3,853

3,860

147,922

2,510

1,486

4,400

4,400

現 金 及 び 預 金 2,439,835

貯 蔵 品 77

前 払 費 用 10,689

未 収 入 金 351,219

短 期 貸 付 金 161,091

そ の 他 35,546

貸 倒 引 当 金 △21,898

固 定 資 産 702,523

有 形 固 定 資 産 16,619

建 物 10,697

工具、器具及び備品 1,156

リ ー ス 資 産 4,764

無 形 固 定 資 産 3,929 負 債 合 計 185,332

商 標 権 223 純 資 産 の 部

ソ フ ト ウ ェ ア 2,135 株 主 資 本

資 本 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

自 己 株 式

3,493,752

2,323,272

1,212,996

70,103

1,142,892

1,142,892

△42,516

リ ー ス 資 産 1,570

投資その他の資産 681,974

関 係 会 社 株 式 335,152

長 期 貸 付 金 27,729

関係会社長期貸付金 543,508

破 産 更 生 債 権 等 55,136

繰 延 税 金 資 産 4,017

差 入 保 証 金 91,197

長 期 未 収 入 金 215,016

貸 倒 引 当 金 △589,783 純 資 産 合 計 3,493,752

資 産 合 計 3,679,084 負 債 純 資 産 合 計 3,679,084
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損 益 計 算 書

（2019年４月１日から
2020年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

営 業 収 益

関 係 会 社 受 取 配 当 金 500,000

そ の 他 の 売 上 高 4,752 504,752

営 業 費 用 184,266

営 業 利 益 320,485

営 業 外 収 益

受 取 利 息 12,973

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 12,251

受 取 手 数 料 9

そ の 他 535 25,770

営 業 外 費 用

支 払 利 息 134

為 替 差 損 360 494

経 常 利 益 345,761

特 別 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 25,000 25,000

特 別 損 失

関 係 会 社 株 式 評 価 損 8,768 8,768

税 引 前 当 期 純 利 益 361,992

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 △12,200

法 人 税 等 調 整 額 2,365

当 期 純 利 益 371,827
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株主資本等変動計算書

（2019年４月１日から
2020年３月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

純資産合計

資 本 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

利益準備金

そ の 他
利益剰余金

利益剰余金
合 計

繰 越 利 益
剰 余 金

2019 年 ４ 月 １ 日 残 高 2,323,272 56,083 925,293 981,376 △42,459 3,262,189 3,262,189

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 14,020 △ 154,228 △ 140,207 △ 140,207 △ 140,207

当 期 純 利 益 371,827 371,827 371,827 371,827

自 己 株 式 の 取 得 △ 56 △ 56 △ 56

事業年度中の変動額合計 14,020 217,599 231,619 △ 56 231,563 231,563

2020 年 ３ 月 31 日 残 高 2,323,272 70,103 1,142,892 1,212,996 △ 42,516 3,493,752 3,493,752
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個別注記表

1. 重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

② たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 建物は定額法、建物以外については定率法によ

っております。ただし、2016年４月１日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については定

額法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ８～15年

工具、器具及び備品 ５～８年

② 無形固定資産

（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、自社利用のソ

フトウェアについては社内における利用可能期

間（５年）に基づいております。

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 営業債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を考慮

し、回収不能見込額を計上しております。
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② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給

見込額のうち、当事業年度の負担額を計上して

おります。

(4) 重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算方法

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式に

よっており、控除対象外消費税及び地方消費税

は、当事業年度の費用として処理しております。

2. 表示方法の変更に関する注記

該当事項はありません。

3. 貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 16,732千円

(2) 偶発債務

　 金融機関等からの借入等に対し債務保証を行っております。

株式会社アスモトレーディング 11,478千円

(3) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

① 短期金銭債権 547,487千円

② 短期金銭債務 15,207千円

4. 損益計算書に関する注記

(1) 当社は持株会社であり、「関係会社受取配当金」が主な収益となることから「営

業収益」として表示し、営業収益に対応する費用として「営業費用」と表示して

おります。
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(2) 関係会社との取引高

① 営業取引による取引高 736,197千円

② 営業取引以外の取引による取引高 12,973千円

5. 株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当事業年度期首
の 株 式 数

当事業年度増加
株 式 数

当事業年度減少
株 式 数

当事業年度末の
株 式 数

普 通 株 式 1,124千株 ０千株 －千株 1,124千株

(注) 普通株式の自己株式の増加は、単元未満株式(92株)の買取りによるものであります。

6. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

関係会社株式評価損 151,469千円

貸倒引当金 187,358千円

その他 3,962千円

繰延税金資産小計 342,790千円

評価性引当額 △338,773千円

繰延税金資産合計 4,017千円

繰延税金負債

繰延税金負債合計 －千円

繰延税金資産の純額 4,017千円
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7. 関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

種 類
会 社 等
の 名 称

資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科 目
期末残高
(千円)

子 会 社
㈱アスモ
トレー
ディング

10
食肉の輸出入、
食肉及び食肉加
工品の販売

(所有）
直接

100.0

経営の指導
役員の兼任
資金の援助

資金の回収
(注)１

25,000
関係会社長期貸付金

(注)２
225,000

経営指導料
の 受 取
(営業費用控除)

(注)３

28,395 未 収 入 金 2,449

子 会 社
㈱アスモ
フード
サービス

10
高齢者介護施設
等における給食
の提供

(所有）
直接

100.0

経営の指導
役員の兼任
資金の援助

資金の回収
(注)１

60,000

短期貸付金 60,000

関係会社長期貸付金 80,000

経営指導料
の 受 取
(営業費用控除)

(注)３

116,237 未 収 入 金 10,266

金利の受取
(注)１

3,459 ― ―

子 会 社

㈱アスモ
フード
サービス
東日本

10
高齢者介護施設
等における給食
の提供

(所有）
間接

100.0
役員の兼任

連 結 納 税
個別帰属額

29,112 未 収 入 金 29,112
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種 類
会 社 等
の 名 称

資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所 有 ( 被 所
有)割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科 目
期末残高
(千円)

子 会 社
㈱アスモ
介護
サービス

10

訪問・居宅介護
事業所の運営
有料老人ホーム
の運営

(所有）
直接

100.0

経営の指導
役員の兼任
資金の援助

資金の回収
(注)１ 158,707

短期貸付金 100,933

関係会社長期貸付金 134,800

連 結 納 税
個別帰属額

241,768 未 収 入 金 241,768

経営指導料
の 受 取
(営業費用控除)

(注)３

56,652 未 収 入 金 4,889

金利の受取
(注)１

6,344 ― ―

子 会 社

ASMO
CATERING
(HK)

COMPANY
LIMITED

８百万
香港ドル

香港における飲
食店舗の運営

(所有）
直接

78.5

経営の指導
役員の兼任
資金の援助

資金の回収
(注)１

― 関係会社長期貸付金 80,800

金利の受取
(注)１

2,734 関係会社未収収益 13,644

(注) 取引条件及び取引条件の決定方針等
１. 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担

保は受け入れておりません。
２. 子会社への貸付金に対し、合計225,000千円の貸倒引当金を計上しております。なお、貸

付金利息は無利息としております。
３. 一般取引条件を参考にして決定しております。なお、経営指導料の取り決めについては、

業務内容を勘案の上、各社と協議の上決定しております。

8. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 249円19銭

(2) １株当たり当期純利益 26円52銭

(注) 計算書類の記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2020年５月28日
株式会社アスモ
取締役会 御中

R S M 清 和 監 査 法 人

神 戸 事 務 所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 亮 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 岡 村 新 平 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社アスモの2019年４月１日から2020

年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結
株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、株式会社アスモ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財
産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独
立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算

書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監

視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能
性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関
連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確
実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ
いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内
容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して
責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で

識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定
を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。
以 上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2020年５月28日
株式会社アスモ
取締役会 御中

R S M 清 和 監 査 法 人

神 戸 事 務 所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 亮 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 岡 村 新 平 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アスモの2019年４月１日か

ら2020年３月31日までの第45期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を
行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表
示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま
た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類

等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま
れる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監
視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から
計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性が
あり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連
する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ
る場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性
に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、
並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で

識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定
を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以 上
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監査役会の監査報告

監査報告書

当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第45期事業年度の取締役の職務の執行に

関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、

本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について

報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必

要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、

取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所

において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締

役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受

けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必

要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締

役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、

取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じ

て説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する

とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体

制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年

10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求

めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結

貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし

た。
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2. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの

と認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め

られません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統

制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事

項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　 会計監査人RSM清和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　 会計監査人RSM清和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 2020年５月29日
株式会社アスモ 監査役会

常勤監査役 宮 寺 孝 夫 ㊞

社外監査役 福 田 徹 ㊞

社外監査役 肥 後 達 男 ㊞

　

以 上
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株主総会参考書類

議案 取締役４名選任の件

当社取締役全員（４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つ

きましては、取締役４名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏
ふ り が な

名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社株式の数

１ 長
なが

井
い

尊
たける

(1979年４月26日)

2003年８月 ㈱Persons Bridge代表取締役

32,400株

2008年11月 ㈱Persons Bridgeが営む給食事業を吸収
分割し、当社にて承継したことにより、
当社取締役副社長就任 給食事業本部本
部長

2012年10月 当社代表取締役社長就任（現任）
(重要な兼職の状況）

㈱アスモフードサービス 代表取締役社長

２ 奥
おく

田
だ

宏
ひろし

(1956年４月23日)

1985年９月 信和商事㈱（現㈱アスモ）入社

300株

2009年10月 当社執行役員卸売営業部部長
2010年６月 当社取締役就任（現任） 卸売事業本部

本部長
(重要な兼職の状況）

㈱アスモトレーディング 代表取締役社長

３ 長
なが

井
い

力
りき

(1971年８月16日)

2001年11月 ㈱ベストライフ取締役

－株

2005年10月 ㈱ベストライフ取締役総務部長
2006年８月 ㈱ベストライフ代表取締役就任（現任）
2015年２月 当社取締役就任（現任）

(重要な兼職の状況）
㈱ベストライフ 代表取締役社長
㈱ベストライフホールディングス 代表取締役社長

４ 北
きた

嶋
じま

准
じゅん

(1948年１月２日)

1970年４月 東急観光㈱入社
千葉支店副支店長等を歴任

500株
1994年４月 東急バス㈱企画開発部課長
2000年５月 東急リビングサービス㈱営業管理部長
2010年４月 ㈱モーリーメイドアメニティ取締役就任
2012年12月 ㈱モーリーメイドアメニティ取締役退任
2015年２月 当社取締役就任（現任）
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(注) 1. 取締役候補者 長井 力氏は株式会社ベストライフの代表取締役を兼務しており、同社は、
2020年３月31日現在において当社の株式の10.90％を所有しております。

2. 当社の100％子会社である株式会社アスモフードサービス及びその子会社４社（株式会社ア
スモフードサービス首都圏、東日本、中日本、西日本）は、株式会社ベストライフの運営
する有料老人ホームに給食を提供しております。株式会社ベストライフへの売上高が当該
５社の売上高合計に占める割合は、2020年３月期において77.25％です。

3. 取締役候補者 長井 力氏は株式会社ベストライフホールディングスの代表取締役を兼務し
ております。当社と同社の間に取引関係はありません。

4. 取締役候補者 長井 尊氏、奥田 宏氏、北嶋 准氏と当社との間に特別の利害関係はありま
せん。

5. 取締役候補者 北嶋 准氏は社外取締役候補者であります。また、同氏は東京証券取引所の
定める独立役員の候補者でもあります。なお、同氏の在任期間は、本総会終結の時をもっ
て５年４ヵ月となります。

6. 北嶋 准氏は、人格、識見に優れ、高い倫理観を有していること、また、サービス業の豊富
な経験と深い見識を当社の経営に活かしていただくことを期待して、社外取締役候補者と
いたしました。

7. 当社が知り得る限り、社外取締役候補者が過去５年間に他の株式会社の取締役、執行役員
又は監査役に就任していたとき、その在任中に当該会社において法令又は定款に違反する
事実その他不当な業務の執行が行われた事実はありません。

8. 当社が知り得る限り、社外取締役候補者について、以下の事項への該当はありません。
① 当社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員（業務執行者であるものを除く）であ

ること。
② 当社又は当社の特定関係事業者から多額の金銭、その他の財産（取締役等としての報酬

は除く）を受ける予定があること、又は過去２年間に受けていたこと。
③ 当社又は当社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三親等内の親族等であ

ること。
④ 過去５年間に当社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員（業務執行者であるもの

を除く）となったことがあること。
⑤ 過去２年間に当社が合併等を行った会社の業務執行者であったこと。

9. 当社の現行定款では、社外取締役との間で、当社に対する損害賠償責任を限定する契約の
締結ができる旨を定めております。当社は北嶋 准氏との間で責任限定契約を締結しており
同氏が再任された場合、当該契約を継続する予定であります。
その契約の内容（概要）は、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定するものとし、
任務懈怠により当社に損害を与えた場合、社外取締役が職務を行うにつき善意で重大な過
失がないときは、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額を限度として損害賠償責
任を負担するというものであります。

　

以 上
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新宿野村ビル

新宿
三井ビル

新宿
住友ビル

新宿
第一生命ビル

新宿ＮＳビル ＫＤＤＩ
ビル

新宿モノリス

京王プラザホテル

工学院大学

新宿
ファーストウエスト

新宿
郵便局

京王新線・
都営地下鉄新宿線
新宿駅

都営地下鉄大江戸線
新宿駅

都営地下鉄大江戸線
都庁前駅

エステック
情報ビル

バス停

南口

ハイアット
リージェンシー

東京

都庁
第一本庁舎

議
事
堂

京
王
百
貨
店

Ｊ
Ｒ
・
京
王
線
・
小
田
急
線

新
宿
駅

西
口

都庁
第二本庁舎

新宿
センタービル

新宿エル
タワー

地下順路

青梅街道

甲州街道

地上順路

損保ジャパン日本興亜
本社ビル

新
宿
中
央
公
園

株 主 総 会 会 場 ご 案 内

会場：東京都新宿区西新宿二丁目４番１号

新宿ＮＳビル３階 ＮＳ会議室 ３－Ｍ

交通 ＪＲ線・京王線・小田急線・東京メトロ丸ノ内線 新宿駅「南口・

西口」より徒歩７分

都営地下鉄線（新宿線）・京王新線 新宿駅「新都心口」より徒歩６

分

都営地下鉄線（大江戸線）都庁前駅「Ａ３出口」より徒歩３分
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